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本論⽂はズーラシアの飼育動物においてこれまで経験した疾患およびその病
態に関する研究を中⼼にまとめたものである。本論⽂の第２章はキタベニハチ
クイにみられた⾮結核性抗酸菌症について述べ、次に哺乳類にみられた腫瘍性
疾患（第３章）、メガネグマに発症した免疫介在性疾患（第４章）、およびテング
ザルの細胞を⽤いた EB ウイルス感受性に関する研究（第５章）の順に記し、第
６章は総括とした。 
第 2 章ではキタベニハチクイにみられた⾮結核性抗酸菌症について述べた。ズ
ーラシア屋内の同じ展⽰場内で飼育していたキタベニハチクイ４⽻が相次いで
死亡し、組織抽出 DNA を⽤いた 16S rRNA および hsp65 遺伝⼦のシークエン
ス解析の結果、得られた塩基配列は⾮結核性抗酸菌の⼀種である Mycobacterium 
genavense と 100%の相同性を⽰した。 
第 3 章では、開園以来飼育してきた哺乳類にみられた腫瘍性疾患について述べ
た。ズーラシアが開園した 1999 年から 2017 年までに診断された哺乳類におけ
る腫瘍性疾患は、24 動物種において 45 頭確認された。剖検した臓器や切除し
た患部組織は常法に従ってパラフィン切⽚とし、ヘマトキシリン・エオジン染⾊
および免疫組織化学染⾊を施して光顕観察に供した。のべ飼育頭数に占める腫
瘍性疾患の発症率をみると⾷⾁⽬が 9.2%と最も多かった。霊⻑⽬と双前⻭⽬に
おいて扁平上⽪癌が多くみられた。 
 第 4 章ではメガネグマにみられた免疫介在性疾患および臨床的処置について
述べた。5 歳の雌のメガネグマが全⾝に掻痒を伴う湿疹を発症し、抗ヒスタミン
剤の投与で改善されず、プレドニゾロンの内服により症状はほぼ緩解した。季節
性の変動、著しい掻痒、好酸球の増多、副腎⽪質ステロイド剤の奏功、転地によ
る症状の消失がみられた事から、本例の⽪膚炎はアトピー性⽪膚炎と診断され
た。近年、メガネグマの雌には「メガネグマ脱⽑症候群（Andean bear alopecia 
syndrome, ABAS）」と呼称される特有の⽪膚疾患の存在が提唱されており、本
章で述べた症例はその臨床症状、⾎液⽣化学性状より ABAS であった可能性が
⽰唆された。 
第 5 章ではテングザル細胞の Epstein-Barr ウイルス（EBV）感受性につい
て述べた。よこはま動物園にて飼育中の 4 頭の末梢リンパ球に EBV を in vitro
で作⽤させた結果、感作後リンパ球のブラスト化が⾒られ増殖細胞中に EBV
関連タンパクの発現，ウイルスゲノムの存在を認め，テングザルの EBV 感受
性を確認した。	
